




  Myosin AT Pase は骨格筋の収縮蛋白である myo-tilament 上(A 帯、thick

tilament の cross bridgt 部分)に局在すると考えられ、筋収縮エネルギーの

供給においてきわめて重要な酵素である。私達は MEIJER 法(1970)を電顕的方

法として初めて応用、改良し 7 例(Ducheme 6、Congenital 1)の進行性筋ジス

トロフィー症患者の生検骨格筋において、多彩な病的変化を呈する個々の筋線

維について、本酵素活性の有無、程度について詳しく検索した。


